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Ⅴ アウトカム項目

事業所へはバスの利用で、ＪＲ南武線武蔵溝ノ口駅、田園都市線たまプラーザ駅、
宮前平駅、小田急線新百合ヶ丘駅より、川崎市バスまたは小田急バスの稗原バス停
下車３分の便利なところにあるグループホームです。
＜優れている点＞
管理者と職員のコミュニケーションが良く、２年前に開設メンバーで作った事業所
独自の理念を共有し、「利用者がいつも笑顔で生活されるよう」にと、力を合わせ
て支援しています。特に食事を楽しんでもらうために、調理方法や味付け、盛り付
けに工夫をし、食器（陶器）にも気を遣っています。また利用者の医療支援体制
は、協力医療機関の往診や訪問看護、調剤管理などが一体となって行われていま
す。重度化や終末期の対応についても、利用者や家族の希望に応えて、医療連携体
制の下で重度化や看取りの介護を経験した多くの職員の力を中心に取り組み、２年
間に４件の支援を行っています。また業務の改善活動は、開設３年目を迎えたばか
りで、地域との協力関係の取り組みには苦戦していますが、前年度の外部評価の目
標達成計画で挙げた三つの課題に取り組み、着実な成果を上げています。
＜工夫点＞
利用者の残存能力の維持に力をいれており、利用者のできることは２４時間シート
の見直しの繰り返しで明確にし、職員の情報共有を図って支援しています。できて
いたことができなくなった場合には、難度を下げるなどして、新たなできる事を
サービス項目に設定し直して支援しています。

ヒューマンライフケアの理念でも掲げられているとおり、「笑顔」のある生活を送る
ことができるようにしていきたいと思っております。行事・レクやお散歩など日常生
活を１日１日楽しくお過ごしいただくことはもちろんのこと、医療が必要となった場
合においても、当グループホームでお過ごしいただけるようにクリニックとの連携を
図っております。その方の思いを受け止め、家庭的な雰囲気の中でその方がその方ら
しくお過ごしになることができるような援助をすべく、スタッフ一人ひとりもスキル
アップに励んでおります。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護

56 ～ 68

）

川崎市宮前区水沢3-14-3

36 ～ 55

評 価 結 果
市町村受理日

http://www.wam.go.jp/wamappl/hyoka/003hyoka/hyokanri.nsf/pSearch3?Open

平成28年6月9日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

15 ～ 22

自己評価項目

 1 ～ 14

平成27年12月30日

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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事 業 所 番 号
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□ 小規模多機能型居宅介護
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

 事業所名 ヒューマンライフケア　宮前グループホーム

 ユニット名 ２Ｆ

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

笑顔と思いやりで日々のケアに活かせ
るよう理念を共有し実践につなげてい
ます。リーダーを中心に職員間での協
力体制を構築しています。

管理者と職員は、２年前の開設時に
作った、事業所独自の理念をケアの根
本的な考えとして共有しています。毎
月のカンファレンスでは、「誰が行っ
ても同一のサービスになるよう」日々
のケアを提供しているかを振り返り、
常に理念の実践を確認しています。

行事などでホームを開放し、地域の
方、家族との交流を深めています。

　

地域との交流を持つ機会が少なく、散
歩の中で地域の方との挨拶を行ってい
ます。ご家族の面会があり畑で収穫で
きたものを差し入れいただき地域を感
じています。

理念の「地域に愛される施設を目指し
ます」を実現するために取組んでいま
す。地域の清掃活動や祭りなどの行事
に参加しています。開設１周年記念で
は、地域住民を招いた祝賀会を開くな
ど交流の糸口を模索しています。ま
た、職員の子ども達と、利用者の交流
を試みています。

子ども達との交流は、利用者
にとっても良い取り組みで
す。これを発展して地域の子
ども達を事業所に招き、利用
者との交流を図る工夫も期待
されます。

生活保護課と介護保険課への問い合わ
せ、相談・報告は随時行っています。
運営推進会議の報告も含めて、地域包
括支援センターへの連絡を行っていま
す。

区役所の担当職員とは、緊密な連携関
係が構築されています。特に生活保護
課の担当者は、１～２ヶ月に１度面会
に来訪し、状況確認や重度化に対する
話し合いや、後見人の選定などの相談
をしています。

２ヶ月に１回開催はしているが、現状
は参加率が少なく、意見が徴収できて
いません。今後はイベントを絡めた運
営推進会議の開催をして、参加率の向
上を図っていきたいと思います。

会議は、併設の小規模多機能事業所と
の合同で開催しています。２事業所の
運営状況などを話し合うには時間的に
も限りがある状況です。参加者も少な
いため、開催日の事前調整など参加率
の向上策に取り組んでいます。次年度
からグループホーム単独の開催を計画
しています。

家族や行政など関係者の積極
的な参加を求め、運営規程に
定められた会議の目的実現を
目指して開催していくことが
期待されます。

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア　宮前グループホーム.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

全職員で注意をはらい、見過ごすこと
のないよう意識をもち虐待防止に努め
ています。

建物の構造上、玄関の施錠は行ってし
まっています。身体拘束ゼロへの手引
きは職員間で共有し、家族の要望もあ
り報告、同意を頂いていた案件につい
ても２ヶ月で停止し経過をみておま
す。

自己評価の案件で対応したように、家
族の要望があっても緊急やむを得ない
場合を除き、拘束をしないケアの実践
に努めています。また、玄関の施錠は
行っていますが、散歩や買い物、洗濯
干し、庭仕事など外出の機会をつくり
閉塞感のない環境作りに努めていま
す。

ご利用者やご家族には時間を割いてい
ただき、ご理解いただけるまで丁寧に
説明させていただいております。

成年後見を利用している方が３名いま
す。管理者が対応しているが、必要に
応じた活用をしていることは職員間で
共有しています。

ご利用者からは日々の傾聴に努め、ご
家族からは面会時などにご希望やご要
望などヒアリングする時間をとるよう
にしています。それ以外には電話での
ご相談なども行い、迅速に対応できる
ように心がけております。

家族関係が希薄な人もおり、家族の来
訪頻度が少なく、意見や要望を聞く機
会も限られています。そのような中で
も、家族とのコミュニケーションを図
るため、職員は名札を付け、いつ来訪
があっても報告・相談・連絡ができる
用意をしています。

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア　宮前グループホーム.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

月１回のミーティングおよびミニカン
ファレンスなどを含め、日々の申し送
りや申し送りノートなどの活用を行っ
ております。

管理者と職員の意志疎通が図られてお
り、運営や業務に関わる報告・連絡・
相談は日々交わされています。事業所
で提供するサービスの自己評価も職員
全員に用紙を配り、意見の記入提出を
求めています。また年間の行事も各階
の責任で計画・実施しています。

拠点研修の実施および外部研修の紹
介。社内資格制度の受験など。職員の
研修参加も推進しシフト調整をしてい
ます。

個別に話し合う機会を設け、就業環境
や不満解消に努めております。本社に
はスタッフ相談室があります。フロア
ごとにリーダー・管理者が環境調整を
はかっています。

アセスメント時にご本人に傾聴し、こ
れからの思い、希望を聞きだし、不安
のない生活を送ることができるように
しております。そのご希望は計画に反
映するようにしています。

地域医療ネットワークへの参加を致し
ましたが、地域とのネットワーク作り
は今後の課題です。まずは、近隣にあ
る社内の別施設での研修会に参加した
りしています。

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア　宮前グループホーム.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

ご本人・ご家族のご希望・ご要望に沿
うように支援は検討するが、代替を検
討しても対応できない場合は上司に相
談したり、ご本人やご家族に説明して
ご理解いただいております。

入居前の見学や相談などで、現状のヒ
アリングなどで、不安や要望を伺うよ
うにしております。サービス開始後も
状況に応じて連絡を取りあい、信頼関
係を築けるように努めております。

ご本人の思いの実現に向けて、職員だ
けでなくご家族にもできる範囲で協力
を依頼しております。状態変化に対応
できるようご家族様への報告を大切に
しております。

ご本人の思いを理解・共感し、尊重す
ることで共同できるような関係を築い
ております。

今まで使っていた家具や馴染みのもの
を居室にご持参いただいております。
ご家族様にも無理のない範囲で面会な
どをお願いしております。

利用者本人や馴染みの人の多くが高齢
化しており、お互いに訪問し合う機会
が少なくなっています。職員は、入所
時のアセスメントや日常の会話から把
握した情報を共有し、回想法で日々の
会話を通して馴染みの関係継続の支援
をしています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

孤立していると感じたら、スタッフが
間に入り、他ご利用者と会話を繋いだ
り、一緒に家事などを行ったりして施
設の中での役割を担っていただくこと
で、ともに支えあいながら生活してい
ただけるようにしております。

日々のかかわりの中でご本人の思いや
意向を把握できるようにしているが、
できない場合は、ご家族に伺って検討
するようにしております。認知症に対
し、個別ケアを重視し、パーソンセン
ターズケアに取り組んでいます。

利用者の「何が出来るか、何がしたい
か」などを日々の生活の中で聞き取
り、内容によっては家族に伝え、希望
を叶えるよう努めています。また利用
者の思いや意向を日々のケアやケアプ
ランにつなげるため、把握した情報は
職員が共有するよう努めています。

退去された方でも相談・連絡などがあ
れば、支援に努めることとしており相
談体制を心かけております。

２４時間シートを作成し、フロア内で
情報の共有に努めております。毎月の
会議にて現状把握を行い全職員で情報
交換・共有しています。その人らしい
生活を守るためチームケアにて臨んで
おります

入所時のアセスメント、ご家族へのヒ
アリングから導き出しています。その
後も日々の会話の中から更新時のアセ
スメントに加えられるようにしており
ます。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

サービス提供記録簿への時系列での記
入を行っています。特に重要なことは
申し送りにて経過に残し周知できるよ
うな体制にしています。

月１回のミーティングの中でケアカン
ファレンスを実施しています。すぐに
対処が必要なことには適宜対応し意見
を出し合い改善をはかります。

利用者の残存能力の維持に力を入れて
おり、日々のケアサービスの内容も、
残存能力を奪うような過剰なサービス
にならないよう、カンファレンスで検
討しています。また、２４時間シート
の見直しを繰り返し、誰もが同じサー
ビスを提供できる体制作りを図ってい
ます。

協力関係を結ぶよう地域への参加を増
やし町内会の清掃に参加しております

ご家族が対応できない場合でも通院は
職員が同行して行っています。その他
ご希望に応じて臨機応変に対応できる
ようにしております。

月２回の往診、週１回の歯科往診、週
１回の訪問看護が基本であり、随時、
情報提供や連携を図っています。

本人・家族の同意を得て事業所が提携
している医療機関の訪問診療や訪問歯
科をかかりつけ医として受診していま
す。受診科目によっては、入所前のか
かりつけ医を受診しています。付き添
いは家族対応が基本ですが、職員が通
院介護する場合もあります。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

職員は週５回勤務、２４時間対応でき
るオンコール体制が構築されており指
示を仰げるような体制がとれていま
す。

終末期についてはご希望も伺いながら
方針を説明しております。ターミナル
ケアを行う場合に備えて研修の実施を
行っており、現状、しております

入所時に、重度化した場合の対応と看
取りケアに関する説明をして希望を聞
いています。昨年は２名、今年に入っ
て１名を看取っています。看取り介護
は、協力医療機関の医師や訪問看護、
調剤薬局と職員が一体となって行い、
家族に大変感謝されています。

ご利用者が入院した際、定期的に入院
先に訪問し、かかわりを持つようにし
ている。病院関係者やご家族との情報
共有を行うことで、退院時の受け入れ
が円滑に行うことができるように努め
ております。

年２回の防災訓練計画となっておりま
す。７月に１回実施し、次回は２月の
予定。

消防署立会いの下、併設の小規模多機
能事業所と合同で避難訓練を実施して
います。消防署の指示で、避難階段に
誘導するという避難ルートが決められ
ています。備蓄品は屋外の倉庫に３日
分保管し、品目や数量、消費期限など
の適正管理に取り組んでいます。

職員全員でマニュアルは共有し、目に
付きやすいキャビネットに事故フロー
などを貼り出して緊急時に備えており
ます。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

入浴の時間は選んでいただくようにし
ています。家事などもできることはし
ていただけるように声は掛けていま
す。

普段の声掛けには注意を払っておりま
す。（居室の出入り、苗字での声掛
け、トイレ誘導時の声掛けなど。）

小さな声でトイレ誘導の声掛けをした
り、入浴は本人が拒否する時は無理強
いしないなど一人ひとりの人格を尊重
するよう努めています。トイレ内にあ
るコールで呼んでもらい、トイレ介助
が必要な時にさりげなく行えるよう努
めています。

洋服は自分で選んでいただくようにし
ています。お化粧もできる方は行って
います。定期的に理美容は来訪頂き、
ご希望に応じて利用できるようにして
おります。

ご希望に応じて支援するように心がけ
ています。

ご本人のご要望により、牛乳やヨーグ
ルトなど買い物に行き、提供できるよ
うにしております。

食材は業者より配達され、食事を楽し
んでもらうために、職員が調理方法や
味付け、食べやすさなどに気を遣って
調理しています。キッチンは、車いす
２台が入れるほどの広いスペースで、
惣菜の盛り付けや食器の片付け、配下
膳を利用者も手伝っています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

チェック表にて食事・水分の摂取管理
を行い、記録に残すようにしておりま
す。必要な方は水分コントロールもで
きるようにしております。

排泄チェック表を使用し、排泄パター
ンに合わせた介助ができるように職員
で情報共有をして声掛けを行っており
ます。

パットやおむつを時間帯によって使い
分けたり、ポータブルトイレを使用し
たり、個別の排泄支援を行っていま
す。夜間は、枕元にあるコールで職員
を呼んでもらい排泄支援を行っていま
す。

毎食後口腔ケアを実施し、口腔内の状
況により、歯科往診を行い、点検・相
談・助言をいただくようにしておりま
す。

時間帯は午前か午後か選んで頂くよう
にしています。拒否や体調不良の際に
は無理強いはせず、時間を空けて声を
掛けるようにしています。

湯船の湯を一人ひとり入れ替えていま
す。介護度が高い人でも１階のリフト
浴を使用して湯船に入る入浴が可能で
す。シャワー浴や入浴剤を入れたりし
て、本人のこれまでの生活習慣や希望
に合わせた入浴ができるよう努めてい
ます。

水分摂取の声掛け・運動の促進など実
施しております。月間排便表を使用
し、下剤を使用しなくても自然排便を
目指しております。便秘とならないよ
うに早めに対応できるようにしており
ます。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

全職員にて薬について理解をふかめ服
薬時はダブルチェックにて確認するよ
う徹底しています。

定期的なリネン交換、居室内の温度調
整を行い、その方のペースで昼寝や休
息がとれるよう生活習慣を大切にしな
がら支援しています。

日々の散歩は希望に沿って行い、買い
物は必要に応じ散歩をかねて行ってい
ます。本人の要望には適宜、家族に確
認し支援しています。午前、午後とも
散歩にでられる方もいます

事業所前の歩道は大変広くて歩きやす
く、可能な限り午前と午後に散歩に出
掛けています。近くのコンビニへ利用
者と一緒に買い物に出掛け、自身の財
布から支払いをしてもらうなどの支援
をしています。初詣には、車椅子の人
も近所の神社へ出掛けています。

出来ることを継続できるよう支援し、
その方の得意の分野で手伝いをしてい
ただき役割を持ってもらうことで楽し
みに繋がるように支援しています。

家族より預かり事務所の金庫にて保管
しています。必要、希望により職員動
向にて買い物に行き社会交流をはかっ
ています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

必要に応じてご家族の許可をいただき
電話をかけられるようしています。

季節ごとの飾りつけや旬のものを使い
料理やおやつで季節を感じていただい
ています。温度管理や照明にも気を使
い心地よい空間作りを心がけていま
す。

三面鏡、仏壇、リクライニングチェア
などその人らしい品々が持ち込まれて
いて、利用者の居心地の良さに配慮し
ています。転倒防止のため床にマット
を敷いたり、毎日布団をたたんでしま
える場所を設けたりと一人ひとりの価
値観を大切にしています。

利用者に落ち着いて安心感を持って過
ごしてもらうためには、環境が大切と
考えています。観葉植物、生花、季節
の飾りは、欠かさず飾っています。温
度計と加湿器を設置して、温湿度管理
にも常に気を配っています。

居室やトイレはわかりやすく表示する
ことで安心できる環境作りをしていま
す。安全にも配慮し自立できるよう席
の位置など工夫しています。

居室は本人のなじみの物や使い慣れた
物を配置していただき今までの生活の
延長となるよう配慮しています。

ソファや席の配置を工夫し自由にTVを
見たり雑談ができるよう環境調整をし
ています。気の合った方同士会話もさ
れています。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

 事業所名 ヒューマンライフケア　宮前グループホーム

 ユニット名 ３Ｆ

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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ヒューマンライフケア　宮前グループホーム.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

生活保護課と介護保険課への問い合わ
せ、相談・報告は随時行っています。
運営推進会議の報告も含めて、地域包
括支援センターへの連絡を行っていま
す。

２ヶ月に１回開催はしているが、現状
は参加率が少なく、意見が徴収できて
いません。今後はイベントを絡めた運
営推進会議の開催をして、参加率の向
上を図っていきたいと思います。

行事などでホームを開放し、地域の
方々との交流を深めています。

　

地域との交流を持つ機会が少なく、散
歩の中で地域の方との挨拶を行ってい
ます。日用品の買い物に近くのコンビ
ニやスーパーに出かけることがありま
す

　

笑顔と思いやりで日々のケアに活かせ
るよう理念を共有し実践につなげてい
ます。定期的に理念の振り返りを行い
ます

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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ヒューマンライフケア　宮前グループホーム.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

ご利用者からは日々の傾聴に努め、ご
家族からは日々の面会時などにご希望
やご要望などヒアリングする時間をと
るようにしています。それ以外には電
話でのご相談なども行い、迅速に対応
できるように心がけております。

ご利用者やご家族には時間を割いてい
ただき、ご理解いただけるまで丁寧に
説明させていただいております。

成年後見を利用している方が２名いま
す。管理者が対応しているが、必要に
応じた活用をしていることは職員間で
共有しています。

全職員で注意をはらい、見過ごすこと
のないよう意識をもち虐待防止に努め
ています。

建物の構造上、玄関の施錠は行ってし
まっています。身体拘束ゼロへの手引
きは職員間で共有し、見守りや付き添
いにて身体拘束とならないように援助
しております。
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ヒューマンライフケア　宮前グループホーム.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

アセスメント時にご本人に傾聴し、こ
れからの思い、希望を聞きだし、不安
のない生活を送ることができるように
しております。そのご希望は計画に反
映するようにしています。

地域医療ネットワークへの参加を致し
ましたが、地域とのネットワーク作り
は今後の課題です。まずは、近隣にあ
る社内の別施設での研修会に参加した
りしています。

拠点研修の実施および外部研修の紹
介。社内資格制度の受験など。職員の
研修参加も推進しシフト調整をしてい
ます。

個別に話し合う機会を設け、就業環境
や不満解消に努めております。本社に
はスタッフ相談室があります。

月１回のミーティングおよびミニカン
ファレンスなどを含め、日々の申し送
りや申し送りノートなどの活用を行っ
ております。
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ヒューマンライフケア　宮前グループホーム.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

今まで使っていた家具や馴染みのもの
を居室にご持参いただいております。
ご家族様にも無理のない範囲で面会な
どをお願いしております。

ご本人の思いの実現に向けて、職員だ
けでなくご家族にもできる範囲で協力
を依頼しております。

ご本人の思いを理解・共感し、尊重す
ることで共同できるような関係を築い
ております。

ご本人・ご家族のご希望・ご要望に沿
うように支援は検討するが、代替を検
討しても対応できない場合は上司に相
談したり、ご本人やご家族に説明して
ご理解いただいております。

入居前の見学や相談などで、現状のヒ
アリングなどで、不安や要望を伺うよ
うにしております。サービス開始後も
状況に応じて連絡を取りあい、信頼関
係を築けるように努めております。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

２４時間シートを作成し、フロア内で
情報の共有に努める予定。（現在作成
中）現状は本人の状況把握に全職員で
努め情報交換・共有しています。

入所時のアセスメント、ご家族へのヒ
アリングから導き出しています。その
後も日々の会話の中から更新時のアセ
スメントに加えられるようにしており
ます。

日々のかかわりの中でご本人の思いや
意向を把握できるようにしているが、
できない場合は、ご家族に伺って検討
するようにしております。職員からの
気づきを共有しております。

退去された方でも相談・連絡などがあ
れば、支援に努めることとしており連
絡をとれる体制にしております。

孤立していると感じたら、スタッフが
間に入り、他ご利用者と会話を繋いだ
り、一緒に家事などを行ったりして施
設の中での役割を担っていただくこと
で、ともに支えあいながら生活してい
ただけるようにしております。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

月２回の往診、週１回の歯科往診、週
１回の訪問看護が基本であり、随時、
情報提供や連携を図っておりご利用者
の健康管理に取り組んでおります。

協力関係が結べていない部分も多いが
今後、町内会への参加や地域での行事
に参加できるよう情報収集をしており
ます。

ご家族が対応できない場合でも通院は
職員が同行して行っています。その他
ご希望に応じて臨機応変に対応できる
ようにしております。

サービス提供記録簿への時系列での記
入を行っています。特に重要なことは
申し送りにて経過に残し周知できるよ
うな体制にしています。

月１回のミーティングの中でケアカン
ファレンスを実施しています。すぐに
対処が必要なことには適宜ケアの見直
しと他職種や家族との連携を図ってい
ります。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

年２回の防災訓練計画となっておりま
す。７月に１回実施し、次回は２月の
予定。

職員全員でマニュアルは共有しており
ます。目に付きやすいキャビネットに
事故フローなどを貼り出して緊急時に
備えております。

終末期についてはご希望も伺いながら
方針を説明しております。ターミナル
ケアを行う場合に備えて研修も実施し
ており職員の看取りケアへの意識統一
を図っており実践しております

ご利用者が入院した際、定期的に入院
先に訪問し、関わりを持つようにして
おります。病院関係者やご家族との情
報共有を行うことで、退院時の受け入
れが円滑に行うことができるように努
めております。

職員は週５回勤務、２４時間対応でき
るオンコール体制が構築されており急
変時や緊急時にも指示を仰げるような
体制がとれています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

ご本人のご要望により、牛乳やヨーグ
ルトなど買い物に行き、提供できるよ
うにしております。

洋服は自分で選んでいただくようにし
ています。お化粧もできる方は行って
います。定期的に理美容は来訪頂き、
ご希望に応じて利用できるようにして
おります。

ご希望に応じて支援するように心が
け、思いに寄り添いその方の意思を尊
重できるよう見極めを行い個別にて対
応しております。

入浴の時間は選んでいただくようにし
ています。家事などもできる事ははし
ていただけるように声かけし自立支援
を促しております。やりたいことや食
べたいものは適宜聞き取りにて対応し
ております。

普段の声掛けには注意を払っておりま
す。（居室の出入り、苗字での声掛
け、トイレ誘導時の声掛けなど。）プ
ライバシーに配慮できるよう会議での
共有をしております。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

時間帯は午前か午後か選んで頂くよう
にしています。拒否や体調不良の際に
は無理強いはせず、時間を空けて声を
掛けるようにしています。

水分摂取の声掛け・運動の促進など実
施しております。月間排便表を使用
し、下剤を使用しなくても自然排便を
目指しております。便秘とならないよ
うに早めに対応できるようにしており
ます。

排泄チェック表を使用し、排泄パター
ンに合わせた介助ができるように職員
で情報共有をして声掛けを行っており
ます。

毎食後口腔ケアを実施し、口腔内の状
況により、歯科往診を行い、点検・相
談・助言をいただくようにしておりま
す。

チェック表にて食事・水分の摂取状況
を管理し、記録に残すようにしており
ます。必要な方は水分コントロールも
できるようにしております。

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア　宮前グループホーム.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

家族よりお金をお預かりし事務所の金
庫にて保管しています。希望にて職員
とともに買い物には出かけています。

日々の散歩は希望に沿って行い、買い
物は必要に応じ散歩をかねて行ってい
ます。本人の要望には適宜、家族に確
認し支援しています。

出来ることを継続できるよう支援し、
その方の得意の分野で手伝いをしてい
ただき役割を持ってもらうことで楽し
みに繋がるように支援しています。

全職員にて薬について理解をふかめ服
薬時はダブルチェックにて確認するよ
う徹底しています。薬状にて

定期的なリネン交換、居室内の温度調
整を行い、その方のペースで昼寝や休
息がとれるよう生活習慣を大切にしな
がら支援しています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

居室やトイレはわかりやすく表示する
ことで安心できる環境作りをしていま
す。

居室は本人のなじみの物や使い慣れた
物を配置していただき今までの生活の
延長となるよう配慮しています。

ソファや席の配置を工夫し自由にTVを
見たり雑談ができるよう環境調整をし
ています。

季節ごとの飾りつけや旬のものを使い
料理やおやつで季節を感じていただい
ています。温度管理や照明にも気を使
い心地よい空間作りを心がけていま
す。

必要に応じてご家族の許可をいただき
電話をかけられるようしています。
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事業所名　 HLC宮前グループホーム

作成日：　平成　２８　年　６月　３　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 10

居室担当者にて24時間シートの毎月の見直
しが出来ておらず、ケア統一や現状のＡＤ
Ｌに対してのアプローチとチームケアの質
向上を図る必要がある

パーソンセンタードケアにて混乱や不安に
気づけ、何が今出来るかをＩＣＦの視点で
考えてチームケア・ケア統一にて適切な認
知症ケアが行えるよう毎月のケアカンファ
レンスにて検討していく

・居室担当者が中心となり日々の変化を
チェック　　　　　　　　　・職員間で情
報共有し現状のADLを把握し改善を図る
・現在のリスクを見極め対策をたてる
・ケアの見直しや介助の介入度を検討
・フロア会議で発信し職員間で共有しアプ
ローチを統一する

6ヶ月

2 48

ＧＨとして認知症の進行を防ぐよう個別ケ
アにて日課･余暇活動・活動性向上のための
アクティビティやレクを取り込む必要があ
る

日課・余暇活動・手伝い・生活リハビリな
どの個別ケアを充実させ残存能力を維持し
ていく　　　　　　　　　　　　自立度の
高い方には役割を持っていただき生活意欲
の向上・充実した生活を継続していただく

・全職員がGHの基本方針を再認識する
・毎日、レクやアクティビィを実施するこ
と　　　　　　　　　　　　　　　　　・
入居者の笑顔を引き出し、楽しい時間を過
ごせるよう工夫と計画をたてる
・入居者に役割を持ってもらえるような支
援をしていく

12ヶ月

3 13・33

重度化・看取りケアに対応するため医療的
な専門知識・認知症ケアの専門知識を全職
員が高める必要がある

認知症ケア研修への参加・職場内研修・社
内研修の参加にて職員ひとり・一人が専門
知識を高めチームケアを継続していく

・研修参加後の報告勉強会実施
・ホームでの研修の実施　年3回
・フロア会議でのミニカンファレンス実施
・個人レベルのスキル向上を目指す
・訪問医療との連携にて医療知識を高める

12ヶ月

4 ヶ月

平成27年度
目標達成計画


